
   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  食品安全基本計画2020-2024がスタート！ 
 群馬県では、食品の安全確保に関する県の施策を総合的かつ計画的に推進していくため、群馬県

食品安全基本条例に基づき「群馬県食品安全基本計画」を策定しています。 

 今年度から新しくスタートする食品安全基本計画に基づき、食の安全を確保するための様々な施

策を推進していきます。 

県民の誰もが安心できる食生活の実現 計画の目標 

計画の基本理念 

 生産から消費までの段階において、食品検査等の科学的知見

に基づく安全対策及び食品の適正表示対策に取り組み、食品営

業者等への監視指導の充実・強化により食品の安全・信頼を確

保します。 例）食品製造施設に対する監視指導 

 食に関する危機発生時に、関係機関と連携し、迅速に対応で

きるよう平時から連携体制を整備することにより、速やかな対

応を図ります。 

テーマⅣ  危機管理対応の充実 

テーマⅡ 自主的な取組の推進 

 消費者、生産者、食品営業者等それぞれが自主的に行う

食品の安全確保のための取組や人材の育成を支援します。 

例）農薬適正使用推進員養成研修 

例）広域食中毒に係る緊急連絡会議 

テーマⅢ 安心の提供 

例）公開講座の開催 

 食品の安全に関する正しい情報発信やリスクコミュニケーション

による関係者間の相互理解の推進により、食に対する不安を解消

し、安心の提供に取り組みます。 

テーマⅠ 食品の安全・信頼の確保 

詳しくは群馬県ホームページをご覧ください。 

群馬県食品安全基本計画 検索 

【主な成果目標】 
 ◎「食中毒予防の三原則」を知っている県民の割合・・・70%以上 

 ◎食品の安全性について不安を感じている県民の割合・・・30%以下 
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ご意見・ご感想お問い合わせは 

下記よりお願いします 

★公式フェイスブックで情報発信中！ 

 

【間違えやすい植物】 
・ニリンソウ 

・モミジカサ など 

 

食用の野草と確実に判断できない植物は、 

採らない！食べない！売らない！人にあげない！もらわない！ 

観賞用植物は食用植物と分けて植えましょう。 

 春は様々な山菜や野草が芽吹き始める季節です。 

 一方、毎年この時期になると有毒植物の誤食による事故が発生し、死亡事故も起きています。 

 昨年は、県内でもイヌサフランの誤食による死亡事故がありました。以下の有毒植物は特に 

事件数・死亡数が多いので注意しましょう。 

 

気温が高くなり始めるこれからの時期 

細菌性の食中毒にも気をつけましょう！ 

①つけない!（よく洗う） 

②増やさない!（室温に放置しない） 

③やっつける！（しっかり加熱） 

食中毒予防の三原則 

食中毒菌を 

 

厚生労働省「自然毒のリスクプロファイル」より転載・加工して作成 

コバイケイソウの芽 

   トリカブトの葉 【中毒症状】 
・手足のしびれ、呼吸不全など 

 死亡することもあります。 

【中毒症状】 
・手足のしびれ、めまいなど 

 死亡することもあります。 

【間違えやすい植物】 
・ニリンソウなど 

【間違えやすい植物】 
・オウバギボウシ（ウルイ）など 

【間違えやすい植物】 
・ニラ 

・ノビル など 

【間違えやすい植物】 
・ギョウジャニンニク 

        など 

   イヌサフランの葉 
【中毒症状】 
・嘔吐、下痢、頭痛など 

【中毒症状】 
・嘔吐、呼吸困難など 

 死亡することもあります。 

【注 意】 
・誤食した際に死亡する件数が多い植物です。 

・食用であるギョウジャニンニクには特有のニンニク 

 臭があります。（イヌサフランは無臭） 

・観賞用として広く栽培され、誤食につながることが 

 あります。 

【注 意】 

・食中毒の発生件数が最も多い植物です。 

・家庭菜園などで採ったニラを調理する場合は、必ず 

 臭いを確認しましょう。（スイセンは無臭） 

・観賞用として広く栽培され、誤食につながること 

 があります。 

  スイセンの葉   

（https://www.facebook.com/gunma.shoku.anzen/） 

食の安全に関する様々な話題を 

リアルタイムでお知らせします。 

毎週木曜日17時更新 


